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兵庫県のり漁場環境情報（東播海域　15　号）
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　　兵庫のり研究所
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海域西部において、依然として珪藻は確認されますが、発生量は減少していました。満潮時での調査ということもあ
り、窒素は明石海峡部で４μg-at／Ｌ台、明石海峡部からの海水の影響が見られる林崎漁場～魚住漁場で概ね２～３
μg-at／Ｌ前後、陸水等の影響が見られた地点を除き、二見漁場以西で１μg-at／Ｌ前後の値でした。

（水温）漁場内平均9.1℃。昨年比0.3℃、平年比0.2℃高い。（塩分）平均31.89psu。前回（31.69）より0.2psu 高い。
（栄養塩、珪藻）明石海峡部から林崎漁場において、栄養塩を消費する珪藻類はほとんど確認されない。魚住漁場以西では、リゾ
ソレニア・レプトシリンダラス、スケレトネマ等は確認されるが、発生量は減少していた。各海域毎の海水１ｍLあたりの細胞数
は、魚住漁場～二見漁場東部で50～80細胞(前回値：100～150)、二見漁場西部～高砂漁場で150～250細胞(前回値：250～450)で
あった。
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